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水銀

のばなし

①

はじめに

現在私たちカミ生活しているこの日本列島にいつの

頃から人間が住みはじめたのかどんな人間が最初に住

みっいたのかあるいは国家の形成カミいつごろ行なわ

れたのか等の問題は最近の歴史ブｰムや歴史書の多量

の出版と相まって多くの人たちの興味を呼んでいる事

カミらの1つのようです.また人間生活の発展のそれ

ぞれの時代に対応して科学や技術がどのような役割りを

果たして今費裏できたのかあるいはこれからどんな

役割りを背負っているのかといった問題も忘れてはた

らないことです茗これからとくに水銀について

日本ではいつごろから知られどのぶうな方面に使われ

たのか日本での水銀鉱業がいつどこでどのよう

な発達を遂げてきたのかを調べてみたいと思います｡

賞六列島の各地で洪積世末期の地層から打製石器が

発見され旧石籍時代にこの列島の上に入額淋生存して

いたことが確かめられたのはわりに最近のことです.

その後人間が定住生活をはじめ生産力帝文化の向

上がすすむにつれて金属の使用が行匁われるようになり

ます.員本では紀元前妻～3世紀頃から石器と金

属器をいっしょに使用するよう恋時代(弥生式土器の時

代あるいは弥生式文化の時代)に入ったといわれていま

す.この時代は紀元ゑ世紀の初め頃凄で続き青銅器

や鉄器が次第に多量に使われるようになってきました.

この3世紀頃から後の時代は考古学では古墳時代と

呼ばれておりこの頃すでに日本でも水銀カミ使用され

ていたことが明らかにされています.このような時代

のことについては文字に書かれた記録カミちゃんと残さ

れているわけでなく多くの人たちが日本各地の遺跡

や古墳について長い間研究を続けて次第に明らかにされ

てきていることです.

水銀の最初の使用例

小林行雄著｢古墳の語｣という本によれば4世紀鎮

の古墳の竪穴式石室の壁面や石室をおおう粘土面たどに

は数回に分けて厚く赤色顔料が塗られているそうです.

これは赤色の丹(酸化鉄)ですが遺骸を安置してあ

ったと思われる棺の中心部には朱カミ残っていることが多

いといわれています.この場合の朱とは水銀朱のこと

で防腐剤として使われたのではないかとされています｡

山田敬一

また弥生式時代からの風習として白は日常の色とし

て生活のなかで赤は聖なる色として尊重されていたろ

うと考えられています.

当時国内で水銀鉱床が開発されある程度の精錬技術

もあったのかどうか全く判っていませノレ.日本とい

う国が初めて歴史書の中に記録として現われるのは紀

元1世紀だといわれています.3世紀の前半には有名

や土と

だ｢邪馬台国｣が中国の3国時代の史書である｢魏志｣

ひ

に顔を出しています.邪馬台国といえばその女王卑

弥呼とともと歴史学者の間では色々と興味深い議論の

あるテｰマの1つにたっています.この卑弥呼が魏に

朝貢した時(紀元239年)そのお返として真朱と鉛丹

とをそれぞれ50斤もらった記録があります.もちろん

その他に絹織物･金｡大刀･鏡などもいっしょにもらっ

ていますかとにかく水銀(朱)が立派に贈物になる

程当時としては貴重晶だったといえるでしょう.し

たがって古墳での使用例などは埋葬されていた人の

窟と権力の具体的なあらわれなのでしょう.

水銀鉱業の発達吏

水銀紀限らず6世紀～7世紀の初めまでにかけては

まだ員本国内で地下資源を開発して利用したはっきり

した記録は扱いようです.しかし古墳などから出て

くる青銅器や鉄器には国内製のものもあるといわれて

いますから全部カミ古い時代に輸入したものを鋳直し

たと考える必要もなさそうです.

日本で一番最初に発見された金属は記録に残ってい

る限りでは鉄(670年)で次いで対馬国から銀が献

上されています(674年).さらに691年には伊予国

から銀および鉱石が献上されたことが｢続目本紀｣に記

録されています.日本における鉱業の発達史について

は酉届鐘次郎凄んの｢日本鉱業吏要｣や日本学士院編

｢明治前目本鉱業技術発達吏｣矢嶋澄策氏その他多く

の人たちの色々な研究が発表されています.これらの

結果を水銀鉱床を中心として概略を説明してみます.

め

さきにあげた続目本紀によれば鋼･白鏑(錫)･水

銀(真朱1朱砂)･雄黄1その他カミ698年に各地で発見

されています｡

水銀は伊勢･常陸｡備前･伊予･日向の各国から朱

砂を豊後国からは真朱を産したと記されています.�
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たお伊勢国丹生(三重県丹生神宮寺)には当時辰砂

を焼いたと称する土釜が残っているそうです｡

紀元701年には大宝律令が制定され鉱業に対する

奨励策が積極的に採用され一般人民の鉱業経営カミ許さ

れるようにたります.

6世紀半ばから7世紀にかけては百済から仏教が伝

来して次第に隆盛をきわめ法隆寺や四天王寺などの

当時の生活水準とはかけはなれた大寺院が建立されてい

ます.このことは国内統一も次第に進んで天皇制

が制度としても確立されてきたことをしめすものでし

ょう.これら寺院の建造や一般的な需要に刺激されて

積極的な鉱業政策をとらざるを得なかったと思われます.

大宝律令は718年には養老律令に変わります.これ

には魑銅法と呼ばれている銅を政府に納めて罪をの

がれる制度が取入れられています.8世紀に入ってか

らは鋳貨や大仏の建造などの必要から銅の産出がきわめ

て重要視されています.古事記(712年)や同本書紀(7

20年)の編さんと前後して各地の風土記がつくられて

います.これによって各地の特産物が次々と明らか

にされたとえば｢豊後風土記｣(713年)には豊後国海

辺郡丹生郷から辰砂の産出したことカミ報ぜられています.

また次の714年には伊勢国から水銀が産したことカミ

続目本紀にのっています.この頃の各地で発見され

た鉱産物はすべて時の政府に献上され一般人民の

私蔵と使用は厳重に禁止されていたのです.741年に

は国分寺の制が定められ743年には奈良東大寺の建立

とくに奈良の大仏で知られる｢盧舎郡仏金銅像｣の建

造計画カミ遊められるにしたがって莫大な量の金属が必

要とされるようになりました.この時に使用された量

は熟銅739560斤白鐘126!8斤錬金10436両水銀

58600雨木炭16356料といわれています.他の金

属についてもそうですが水銀はざっと500tばかり

ですから当時の国内資源の開発だけでは到底間に合わ

たかったことでしょう.大仏は752年に出来上ってい

ますが銅は多田鉱山･明延鉱山･長登鉱山その他の

産銅で間に合わしたといわれています.しかしその他

のものはどおしたかはっきりしていません.金につい

ては陸奥国小回都からの砂金カミ900両程献上されてい

ますし万葉集にのっている大伴宿弥家持の｢すめろぎ

のみよさかえむとあずまなるみちのくやまにこがねはた

さく｣の歌に当時の喜びがよくあらわれています.水

銀は多分その一部は外国(庸)からの輸入にもよったろ

うと言われています.なお大仏は1184年に修理され

ておりその崎にもかたりの量の金属を使用していま

すがこの頃は国内で自給ができたと考えられています.

大仏建立の前後から国内で使用される金属製品の数が急

激に増加してきているようです.8世紀には上にの

べた情勢の中で金属の採取や精錬についての知識や技

術がかなり一般的にたり次第に発展していく方向に向

ったものでしよう.

7世紀の末に始まった水銀鉱業は次第に発展して

8世紀に入ってからは国内需要に応じられるようになり

12世紀に入ってほぼ自給体制を整えたといってよい

でしょう.たとえば1184年の大仏修理の時には伊

勢の住人中大臣が水銀20,000両を献上したことが記され

ています(東大寺造立供養記…･矢鳴澄策1959).こ

うして日本の水銀鉱業は伊勢国(今の三重県丹生地方)

を中心として発達し奈良県や大分県たどでも稼行され

ていたもののようです.

10世紀頃から以降は天皇制が衰えはじめ各地方の

豪族がそれぞれ勢力を伸ばしはじめます.これにつれ

て鉱業についてもそれまでの中央政府の威令が行たわ

れなくなり地方豪族が富の掌握に務めることになりま

す.大仏修理の際の20,000両もの水銀の献上というの

もあるいはこの辺の事情を物語っているのかも知れませ

ん.藤原氏による中尊寺の建立(1126年)などの例は

陸奥国の黄金を1人占めした地方豪族の繁栄をしめすも

のでしよう.

12世紀末の鎌倉幕府時代から水銀鉱業は次第に衰え

て15世紀室町圓寺代には一時終息したと考えられていま

す.これとは逆に金銀あるいは銅鉱山は次々と

発見されています.12世紀末から13世紀にかけては

たとえば北海道知内で砂金佐渡国西三川で砂金大

良鉱山石見国笹ヶ谷銅山祖どカミ発見されています.

15世紀後半から16世紀前半にかけての戦国時代には

金銀鉱山や銅山はその土地を領する豪族の最も大き

在財産として注目されそれらをめぐって血みどろの争

いカミ行なわれています.たとえば｢石見銀山｣の名で

世に知られている今の大森鉱山は最初に領有してい

た大内氏の手から小笠原一大内一尼子一大内一毛利と

数年単位でその持主を変えています.16世紀の初めに

は銅精錬で｢山下吹法｣が発明され次第に各地に普及

しています.これに反し水銀鉱業はその後記録に残

る程のこともなく明治時代に入ります､ただし蛭子

館鉱山が大阪夏の陣のあった1615年に愛知県の津具鉱

山が元正年間(1573～!591年)に発見され長崎県の相

ノ浦鉱山が!843～1844年に採掘されたといわれています.

その他徳島県の由岐鉱山も明治以前に発見され自家

用の朱墨に使用されていたといわれています.明治に

入ってからも稼行されていた水銀鉱山は数少たいもので

す.明治以後のおもな水銀鉱床の発見はほとんど北�
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海道に集中しています.とくに1937年のイトムカ鉱

山の発見は日本における水銀産額を急増させその後

国内産出額の大半を占める大鉱山に発展しています.

17世紀初めの日本の地図と現在知られている水銀鉱床の

分布図を第1区および第2回として挙げました.また

現在知られているおもな鉱山の発見された年代を第十表

に示してみました.これらをながめて思いを古い時代

にさかのぽらしてみて下さい.

鉱山名1
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大

冊
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蛭

山

根

河

岸
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釜

小
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岡

野

倉

平

渡

具

霊

立

口

原

尾

子飼

ケ

木

ノ

野

裏

山

野

子

石

坂

浦

鉱種1

鉛･亜鉛

銅

鉛･匝鉛

銅

鉛･亜鉛

錫･銅･砒

金銀

金･銀･(永銀)

金

銅

金銀

硫化鉱

銅

金･銀･水銀

金銀

銅硫化鉄

〃

金銀

鍋硫化鉄

鉄銅

銅

水銀

第表

地区1

長崎県下県郡厳原町

秋田県鹿負郡尾去沢町

岐阜県吉城郡神岡囲丁

兵庫県朝来郡生野町

宮城県栗原郡鶯沢村

大分県大野郡緒方町

新潟県陸渡郡相川町

愛知郡北設楽郡

福島県安横郡熱海町

茨城県周立市

鹿児島県大1コ市

岡山県久来郡柵原町

栃木県上都賀郡昆尾町

宮城県気仙郡

岩手県上閉伊郡

鹿児島県薩摩郡携川村

宮崎県東臼杵郡北方村

山口県玖河美川村

鹿児島県串木野市

愛媛県新居浜市

碧手県釜石市

秋囲県鹿負郡小坂町

長崎県佐世保市

第1図

17世紀初頭の日本国図

(井上溝:目本の歴史上19

発見年代

白鳳3牢674牢

和銅年間708～714

同上同上

大同2年807

同上同上

応永牟間1394～1427

天文11牢1542

元正年間1573～1591

元正18年1590

元正19年ユ591

慶長年聞1596～ユ6ユ4

同上同上

慶長15年1610

元和1竿ユ615

寛永17年ユ640

明歴■一方1655～1660

治年間

万治1年1658

万治年間1658～1660

元禄3牢1690

文政6年ユ823

〃12牢1829

天保14～15(1843～工8

44)採掘甲

｡.い

古い時代の採掘方法用途

7世紀末から記録に残された各種の鉱産物はどのよう

にして採掘されどんな用途があったのでしょうか.

水銀の場合は｢朱砂｣と記されているように砂鉱床

や露頭付近にみられる残留鉱床恋どカミ最初に採堀された

ことでしょう.他のほとんどすべての金属資源も初

めは砂鉱床の開発から始まっています.

この場合は採掘上とくに困難なことはなかったで

しょう.水録は多く水銀朱として赤色顔料あるい

は薬用に使われたようですから精錬技術も必要です.

こういったことには帰化人たちが大き枚役割りを果たし

たと考えられています.辰砂の発見に少し遅れて水銀

(自然水銀)も発見されています.水銀の用途は7世

紀に入ると顔料や医薬用のほかに大仏像などにみられ

るように鍍金の溶媒としての需要が急に増えています.

このよう柾用途カミ新に開けて来れば漂砂鉱床や地表ご

く浅い部分だけの開発では当然需要をみたすことができ

なくなります.また伊勢国で産したといわれる自然

水銀も現在の鉱床の状態から考えるととくに自然水

銀に當む鉱床でもなさそうなので採掘は次第に広範囲

にまた下部の固い岩盤の中へと進まざるを得なかったで

しょう.この時代の採掘法については非常に資料が

少放くてその時の状態を組立てるのがむずかしいので

すが酉尾錘次郎さんによれば次の3っの方法が考えら

れています.

(1)溝掘法鉱床の走向に渦って掘り割ってく方法で現

在でも初歩的泣探鉱方法として使われています

12〕堅穴掘法11)の方法で掘りつくした後に鉱床の傾

北海巾興
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船禰滝昇殿

天塩佐上端穂

第2図｡

日本におけるおもな水銀愛別

鉱床の分布図1糊:舳11曝内竺纂.
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科方向に沿って州リ下る方法で11)よりは進ノ)だ方法とさ

れています水銀鉱床の場合にはこσ)方法によった

ものが多かったと考えられています

13)大下り堀り法鉱床の走向傾斜に滑って斜めに掘進す

る方法で比較的後で行なわれた方法のようです

8日向国南那賀郡湊浦(自然水銀辰砂)

9大隅国桑原郡山ケ野金山(〃〃)

10陸前国気仙郡世田村小字畷畑(辰砂)

11肥前国松浦郡平戸(辰砂)

いわゆる坑道掘りは1引■上紀に入ってからのことらし

く豊臣秀吉が全国の鉱川を一手に掌握した頃に多国銅

山ではこの坑道掘りが行たわれていたと伝えられてい

ます.いつの時代に使用されたものかはよく削りませ

んが三重県の丹生神社には古い採鉱用具が保存されて

いるそうです.

上に延べた(1)から(2)(2)から(3)と採掘法が

進み仕事の場所が地下深所になるにつれて多分

坑内災害や水銀中毒が問題になったことであろうことは

十分に想像がつきます.事実今昔物語には坑口の

崩落で働いている人が大いにおそれた話しや水銀中毒の

問題があったことが記されています.

水銀の需要は仏教の興隆に大きく影響されてきました.

鋳造金鍍金の溶媒としての用途がそれです.このため

水銀鉱業も一時はかなり盛んになったわけです.水

銀の生産と用途の変化からもある程度目本歴史の移り

変わりが推察できるわけです.なお直接水銀とは関

係がありませんが秋田藩の黒沢元重という人が｢鉱山

至宝要録｣を1691年に書いています.この本は今で

いえば鉱物鉱床採鉱冶金鉱山経営にわたる鉱

業書です.総合的な鉱業書としては日本で始めての

ものでしょう.ついでに有名な佐藤信淵の｢山相

秘録｣は1827年頃の著といわれています.

明治以降の水銀鉱業

明治年間に既知地方以外に各地で水銀鉱床が発見さ

れています.しかし活況を呈したというほどのこと

はなく23の鉱山が操業されていたに止まっていま

す.長崎県相ノ浦鉱山愛媛県双葉(日吉)鉱山徳

島県由岐水銀鉱山奈良県北海道の愛別鉱山や日高水

銀鉱山などで出鉱あるいは開発に着手していた程度です.

明治33年に知られていた水銀鉱床には次のものが挙

げられています(矢島澄策:1950北海道の水銀鉱床

による).

�

�

㌀

�

�

�

�

安房国安房郡鷹ノ島沖ノ島(自然水銀)

伊勢国三重郡沢村中谷(自然水銀辰砂)

大和国宇陀郡宇賀志村(〃〃)

〃〃宇太村(〃〃)

阿波国那賀郡加茂谷村水井(〃〃)

伊予国北宇痢郡目吉村(〃〃)

〃〃洞志村榊11(〃〃)

第2次世界大戦(1914～1918)によって他の鉱業な

どと共に水銀鉱業も活況を呈するようにたります.と

くに北海道での水銀鉱床の開発が進められています.

たとえば明治鉱山が大正6年(1917)から生産を挙げ

ています.しかし大戦後の経済不況は水銀鉱業にも

反映し多くの鉱山が休業してしまい大正12年(19

23)から昭和2年(1927)までは鉱業統計上に水銀の

生産は全く見られない状態にたっています.この大正

年間に一応生産実績のあった鉱山としては北海道の

愛別鉱山目高鉱山明治鉱山奈良県の大和鉱山(?)

多武峯鉱山(?)愛媛県の由岐鉱山があります.

昭和3年(1928)から水銀鉱業もようやく不況から脱

し大和水銀鉱山が全国産出額のほぼ100%をしめる

期間がしばらく続きます.昭和11年(1936)からは北

海道の天塩鉱山十勝鉱山の生産が開始されさらに同

12年(1937)には愛別鉱山が加わって水銀の産出は一

挙に10tをこえます.こうした水銀生産の急増は満

州事変や中目戦争の影響によることが多くかっては大

仏の建立にみられるように平和産業的色合いの濃かった

のが大正時代以降は軍需産業の一方の雄と変りました.

また昭和11年(1936)には北海道をおそった暴風

雨の影響によって日本最大の鉱量と高品位を誇るイト

ムカ鉱山の鉱床が発見されました.この鉱床の開発に

よって水銀の生産量に次第に増加し昭和15年(1940)

以降は100tを越え同19年(1944)には約250tの

生産をみています.このような生産力の増加は昭和

16年12月に始った太平洋戦争による水銀の海外市場の

停止に対処するため当時国策として水銀の緊急増産

措置カミとられたことにも関係しています.このため全

国で稼行される水銀銀山の数も多くおも桂ものだけで

も21鉱山に達しています(昭和18～19年)たおこ

の頃には生産実績の有無は別にして北海道だけでも

40に余る水銀鉱床あるいは徴候地が知られています.

第2次世界大戦の終了とともに水銀鉱業もほぼ潰滅

し生産額も急激に低下しましたその後若干の曲折

はありましたが今日なお生産を続けているのは北海

遣のイトムカ鉱山と竜昇殿鉱山(旧北鎮鉱山)および奈

良県の大和水銀鉱山の3鉱山だけです.最近では今

まで述べてきた水銀鉱物を主とする鉱床ではなくて他

種鉱床中にも全体としてはかなり多量の水銀が含ま�
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れていることが判っています.日本における鉱業発祥

の地ともいうべき対州鉱山の鉱床などはその例で現に

水銀の回収も行荏われています.この他黒鉱鉱床な

どでも水鉱の含有カミ知られています.これなども水

銀の含まれる品位は低くても全体の鉱量はきわめて大

きいので水銀量としてはか祖りの量になります.

明治年間以降の水銀生産量はグラフにしめしたと

おりです･明治25年(1892)に約15tの生産量を記録

した以外は昭和10年(1935)までは10t以下です.

昭和11年(1936)以降は10t台をこえとくにイトム

カ鉱山の生産が開始された昭和14年(1939)からは急激

に生産カミ伸びています.

明治以前のものは別にして現在まで生産実績が記

録されている鉱山はかたりの数になります.少しわ

ずらわしくたりますが鉱山名をあげますと次のとおり

です.

･北海道北東都の鉱床群

愛別愛山渓ウツツ竜昇殿(北鎮)八十七卯膜内

佐上常呂(保盛大神)置戸ユｰヤンベツ(瓜捧)

十勝イトムカ

･北海道中央部の鉱床群

天塩幌加内西合目高

･北海道西南部～東北目本内帯の鉱床群

明治

･中央構造線に渦う鉱床群

津具丹生神生犬武多武峯千早

･中央構造線の外帯の鉱床群

和佐由岐日吉(双葉)佐伯

･その地

相ノ浦和気

敗戦後の混乱期から現在までの間にも20余の鉱山が生

産をあげています.中には1～2年あるいは数年で

歪

産

理

休業した鉱山もあリますしまた探鉱だけに終った鉱

床もあります･水銀鉱床は次に述べるようにかな

りまとまって分布しており主要な鉱床の分布域は

大まかにいえば2つです.その1つは北海道の北東

部にあっておもに新第三紀()鉱化作用に関係している

ものです.

他の1つは中央構造線およびその南側に東西に長

く分布する鉱床灘で主として先第三系の地層や花商

岩類中に発見されています.水銀鉱床の盛衰がはなは

だしいのはこのような分布の特徴と関係したまわり

の地質構造火成活動の時期あるいは鉱床を形成する

作用そのものにも特色がありそうです.

さてこれまでは水銀鉱業の沿革をごく大雑把に述

べてきました･これからは日本における水銀鉱床の

賦存地域についての地質地質構造火成活動などの特

徴について説明していきます.

��14.831��������フ.肌仙几了日1地挑こげはれる地区と大雪基底地域と呼ばれる地区の2つです.北東部地域の水銀鉱床はいずれも昭和に入ってから発見され開発されたものです一北海道の中央部地域には目高鉱山西舎鉱山三石鉱織てむrダ恐内出事戦…半生戦1繁書惰→刊慌慌肚お深術イｰ一一こ化ン■一一一一一一H'るフレ!1'■1���

6Fo｣132^生産最〕�犬日本帝国憲�日金清本戦位争一制実施�日露戦����������

���争�朝鮮併合�第一次大戦参職�第恐米一慌騒次は動大じ戦ま後る�関東犬麗災������

�法�������50400300200100�����

�発布�����の�������
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�物12���5303540大1510昭11■召�������53�3�･o

25303540大1510昭1

同本における水銀生産量の推移(工888-1923)

(本邦銀業のすうせい50年史から1964)

水銀鉱床の分布の特徴

まず第2図をもう1度みて下さい.水銀鉱床があ

る地域にずいぶん密集して分布しているのに気付かれる

と思います.古くから多くの人たちによっていわれ

ているようにこの分布の形態は目本の大きな地質構

造と深い関係があります.北の方からその概要を述べ

てみます.なお詳しいことは後でふれます.

まず北海道ですカミここでは水銀鉱床の分布は

大きく3つに分けることができます.つまり北海道

の北東部中央部酉南部の3地域です.北東部地

域にはイトムカ鉱山置戸鉱山常呂鉱山竜鼻殿鉱山

ウツツ鉱山たどの鉱床カミあります.この地域は新

第三紀に入ってからの堆積作用や火山作用の盛んな地域

で水銀鉱床の形成もこの時期の鉱化作用によるもので

す.水銀鉱床についていえばこの地域はさらに2っ

の単元に分けられます.一般には北見申部地域と呼ば

れる地区と大雪基底地域と呼ばれる地区の2つです.

北東部地域の水銀鉱床はいずれも昭和に入ってから

発見され開発されたものです.

北海道の中央部地域には目高鉱山酉舎鉱山三石鉱

㌵�

l'1外における水銀生最の推移

(1928～1960)�
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川天塩鉱1⊥1その他の鉱床があります.これらの鉱

床は北東部地域のものとは異校り｢目高造山｣と呼ば

れている先新第三紀の進1⊥1運動およびそれに関係する火

成活動鉱イ雌用によって生成されたと考えられていま

す.また西南部地域には明治鉱山の水銀鉱床があり

ます.単に水銀鉱物を産川した所としては大江鉱111

胆振鉱川豊浦などがありこれらは南方に延びて秋田

県北部に連らなる東北目本内帯の鉱床賦存城を形成して

います.

もう1つの鉱床密集域は中央構造線に沿う地域で

構造線の北側あるいは南側域に分布する津具鉱山丹生

鉱山作奈鉱山神生鉱山多武峯鉱山大和水銀鉱山

から大分県の立安鉱山今市鉱山枚とがあります.

中央構造線の南側にほぼ平行に走る帯状の分亦域

があります.和歌1⊥1県和佐鉱山に始まって由岐鉱山

双葉･日吉鉱山佐伯鉱山を径て馬石鉱山に終る地域が

それです.

このようにみるとF1本の主要た水銀鉱床は12

の例外はありますがいずれもきわめて特徴的た分布

をしておリかっ密集した鉱床群を形成していること

がはっきりします.また新第三紀の鉱化作用による

水銀鉱床としては北海道の北東部に分布しているもの

が圧倒的に多いことも削ります.それでは次にこう

した鉱床の賦存域での地質構成や火成活動たどについて

地域毎にふれてみます.(つづく)

(筆者は鉱床部)

r一}H舳桝ニニニTH舳｢

工

1地下の科∵∵_

葦

最近石炭についての経済的社会的沈滞ムｰドがある折から

本書は石炭というものを本質的に見つめ再び見柾おすという

ことを取り上げている.内容は石炭について地質学を基盤と

草

してごくやさしい総合的校見方をしているが随所に写真を

多く挿入し肩の一らたい半ば読物として扱っているところに

工

｣

こうした科学書の1つの分野を意図しているといえよう

石炭を資源として取り扱っていくにはその国の経済的な姿

1勢が大き/物をい1ことである1がこのように地道に資源を

たいせつに調査研究していく人々のいい分をぜひよんでいた

工

だきたい(X)

草

地下の科学シリｰズ11

岩石と放射線

理学博士佐野凌一書

鳶繁饗絞三…蟻1

乳工㌶瞭驚㌶㌫本体を1

蜘らなければならない.しかしこの方面では先輩国である

イタリアやニュｰジランドでもまだ本当の地下の熱水系の構造

はすっきりとは分っていないと聞いている.とすれば何カミ

問題狂のかまた地熱地帯の寿命はどんなものだろうか.近い

将来にはどれ位発展する見込みがあるのか.どんな方法で地

下をしらべどのような技術カミ将来必要になるのか.

これらの問題に本書は正直に答えてくれる.ここまでは分

墓:1:1ζう乏二から先はまだ分らないしかし見透しはこう1

て:全篇纂㌶千十萎鴛箒警票;二篇1

への入門書である(編集子)1

地熱発電1

㍑｡覧こニニ葦,蟻奮ぷ㍊

岩石鉱物の年代決定地球の熱的歴吏の研究地諌上の元素

の分布や移動の研究などの基礎的な問題から地下資源の探査や

国土の調査に対する天然放射能やラジオアイソトｰプの応用に以上3冊は新書版型で地質調査所カ濫修したものである

至るまで原子核物理学の成果は地学の分野に広く湊透してい発行株式会社ラティス

る.著者は岩石圏の棲地学を紹介しようとして膨大な内容東京都豊島区雑司ケ谷2-25-4

をまとめるのに悪戦苦斗した様子であるが結局原子核に関すTe1東京(03)987-4748
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